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<研究概要>

日本の里山・里地・里海がもたらす生態系サービスを対象とし、これにミレニアム生態系評価(MA)の概念的枠組みを適用
し、生態系サービス（供給機能、調整機能、支持機能、文化的機能）の変化、その直接的・間接的要因、人間の福利への影
響といった要素を総合的に評価することにより、生物多様性を損なわずに生態系サービスを最大化できる人為的関与の程度
を明確化させ、これに基づき、持続可能な自然共生社会の再構築に向けた政策提案を導くことを目的とする。
　(1) 里山・里地・里海の生物多様性・生態系サービスの保全・利用の戦略展開
　サブテーマ(2)～(5)の分布型の生態系サービス（提供機能、調整機能、支持機能）の情報を全国8地域の金額・物量勘定
体系として集約し、SGAサイトの保全・利用形態に応じた生態系サービスの価値を評価可能にする。その上で、生態系サー
ビス価値のレジームシフトを伴う将来シナリオ（海外に依存する食料供給システムが持つ脆弱性、高質の生態系サービスを
希求する消費者の趣向変化等が顕在化）のもと、里山・里地・里海と都市間の各種生態系サービスの需給関係の再構築や、
過剰利用による劣化を回避するための技術・政策の設計と物量・体系を用いて評価し、生態系サービスの価値を最大化する
保全・利用戦略を明らかにする。
　(2) 生態系サービスの変化に関する直接・間接的要因の分析に関する研究
　里山・里地・里海の変遷を定量的に把握するために、生態系サービスの直接的・間接的要因を分析可能な手法の開発を行
う。まずはミレニアムエコシステムアセスメント（国連）などの生態系サービスに関する既存研究や現地調査により、生態
系サービスに影響を及ぼす要因を抽出し、構造化する。次に、直接的・間接的要因の生態系サービスへの影響を定量的に評
価するために、SEEA（環境経済統合勘定：国連）やNAMEA（環境勘定を含む国民勘定行列：オランダ）といった既存手法を
ベースに、生態系サービス勘定体系（ESAS）を構築する。生態系サービス勘定体系を里山・里地・里海に適用し、里山の生
態系サービスの経年変化を定量的に評価する。
  (3) 長期的・広域的な視点からみた里山・里地・里海の定量的な評価
　人間の影響による生態系サービスの喪失、変質、維持を、生態系サービスの利用、公権力の規制と利害関係者の自主的管
理の二重制度（共同管理）という観点から歴史的に検証するとともに、里山・里地のモザイク状の景観構造の根拠を地形、
土地利用、人口、気候条件等を考慮した生態学的観点から解明することにより、里山、里地、里海を生態学的に定義する。
また、各地の里山・里地・里海について、年齢別人口動態の推定・将来予測や食料自給率予測を行い、限界集落としての里
山・里地・里海の維持状態および保全管理手法（タイプ別）を分析する。さらに、地理情報システム(GIS)を用いて、地
形、土地利用区分などの直接的要因と、過去の地域別の人口動態を解析し、里山・里地が今後放棄された場合に生じる下流
域の災害リスク等を推定する。
    (4) 里山・里地における生物多様性と多面的機能の統合的な評価
　里山・里地における生物多様性および調整サービスとしての国土保全機能（土壌侵食防止機能、水涵養機能等）を国土ス
ケール・地域スケールで3次メッシュ程度の解像度により定量的に評価する手法を構築するとともに、食料・バイオマス生
産を含む供給サービスの利用可能量・必要量および経済性に関する推定を行い、相互関連および管理体制・土地利用変化等
直接的要因（Driving force）との関連性を検討する。これらの結果に基づき、生物多様性を維持しつつ生物資源の持続的
利用を可能とする里山・里地管理基準を土地利用モデルにより定量的に示す。
  (5) 里山・里地・里海の文化的価値の評価
　里山・里地・里海がこれまで培ってきた文化的価値を論理化して評価するとともに、生物資源の持続的利用における伝統
的知識やコモンズ管理の役割を検討し、その発展的継承に関する目標と手法を提案する。
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